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基本目標３　次代を担う子どもが心身ともに健やかに成長できる教育環境の整備

（１）子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環境等の整備
　　　次代の担い手である子どもが個性豊かに生きる力を育んでいくため、学校等における教育環境の整備を進めます。
　ア　確かな学力の向上

事業内容 令和５年度実施状況 令和５年度実施区分 担当課

1
小学校・中学校の教育内容
の充実

各校における児童生徒の実態把握・授業の工夫改善に向け
た指導を行い、「知・徳・体」の学力向上を図ります。

学習指導要領及び県教育委員会発行の「指導の重点・努力点」の内容を踏まえた、
「熊谷教育　指導の指針」を活用し、新熊谷プロジェクトのもと、子供たちの「知・
徳・体」のバランスのとれた学力を伸ばすことができた。一人一台端末を効果的に活
用するとともに、板書と活字を大切にした授業実践を行った。

「継続」：現状どおり事業の
継続・維持を図った

学校教育課

2 各教科主任会の充実

各教科の主任会ごとに研究テーマを定め、年間指導計画の
見直し等を行います。研究を深めるために必要に応じて各
主任会で授業研究会を実施し、教員の指導力向上を図りま
す。

各教科で主任研修会を行い、教員の資質向上を図った。オンラインでの開催等、実施
方法を工夫して授業研究会を実施した教科もあり、教員の指導力向上を図った。教科
担当の指導主事が積極的に主任研修会関わり、研修の充実につなげた。

「継続」：現状どおり事業の
継続・維持を図った

学校教育課

3 アシストの実施

アシストとは、児童生徒の学習実態（通知票）を保護者に
提供する回数を増やす取組です。これにより、学校と保護
者でこまめに学習状況等を把握することで、児童生徒の学
力向上を図ることができます。各校で工夫、改善をしなが
ら実施していきます。

児童生徒の学習実態を常に把握し、小テストや成果物等の提出後すぐに評価をフィー
ドバックしていることから、長期休み前のアシストを廃止した。

「事業廃止」 学校教育課

4
くまなびスクール（H27年度
～）

退職教員や教員免許状保有者、大学生を学習支援員とし、
土曜、放課後等を利用して、児童生徒一人一人に対するき
め細かな指導を行い、基礎的・基本的な内容の確実な定着
を図ります（市内全小中学校で実施）。

市内全ての小・中学校で実施した。
自学自習を基本としながら、支援員を各校に配置し、児童・生徒の学習支援を行っ
た。また、学力向上テキスト（国語、算数・数学、英語）を活用し、活動の充実を
図った。
小学校：実施回数５３１回　のべ参加児童数　１４,３３３名
中学校：実施回数３８７回　のべ参加生徒数１１６,８７４名

「継続」：現状どおり事業の
継続・維持を図った

学校教育課

　イ　豊かな心と健やかな体の育成

事業内容 令和５年度実施状況 令和５年度実施区分 担当課

1
いじめ・不登校等解消のた
めの相談体制の充実

学校におけるいじめ・不登校の予防や取組、関係機関との
連携などを支援するとともに、相談体制の充実を図り、い
じめの根絶や学校復帰に向けた取組を行っています。ま
た、平成２６年８月に策定した「熊谷市いじめのための基
本的な方針」や同年９月に制定した「熊谷市いじめ問題対
策連絡協議会等条例」を基に、学校・家庭・地域が連携し
地域に根ざした教育を推進します。

市内の全ての学校で毎月「いじめ調査」を実施したり、教育委員会で毎年作成してい
る「生徒指導マニュアル」を積極的に活用するよう学校へ指導したりして、いじめの
早期発見、早期解決、子どもに寄り添った指導をするように努めている。また、教育
相談窓口による教育相談を随時受け付けていたり、各学校へSCやSSWを派遣して相談
業務をしたり、地域教育相談員、ほほえみ相談員を各中学校へ配置したりすること
で、相談体制の充実を図っている。「熊谷の子どもたちは、これができます！４つの
実践と３減運動」を家庭・地域に配布したり、「スマホ使い方宣言」や「タブレット
端末の約束」等も周知したりして、家庭・地域が連携し、地域に根ざした教育を推進
しています。

「継続」：現状どおり事業の
継続・維持を図った

学校教育課

2
非行問題行動防止のための
ネットワーク
の充実

いじめ・暴力行為の未然防止と不登校児童生徒の減少を目
指し設置した熊谷市生徒指導連絡協議会を中心に、本市の
生徒指導の課題について、学校と関係諸機関とが更に連携
を図り充実できるよう努めていきます。

市内小・中・高の学校関係者、警察関係者が集まる年３回の「学校警察等連絡協議
会」にて、情報共有や情報交換を行った。会議を通して学校と関係諸機関との連携を
図り、学校だけでは解決が難しい諸問題等については、警察や児童相談所、こども課
等関係機関と連携を図るとともに、法務相談も行い、適切に対応することができた。
市内小・中学校の生徒指導主任に対して、生徒指導研修会を開催し、生徒指導対応の
資質向上を図る一助となった。

「継続」：現状どおり事業の
継続・維持を図った

学校教育課

3 街頭補導活動

非行の芽といわれる不良行為等をしている少年少女を早期
に発見し、非行を未然に防止することを目的としていま
す。少年補導員に対し少年補導センターからの働きかけや
各班内の連絡強化により補導活動の参加率向上を図りま
す。

少年の健全育成及び非行防止のため、街頭補導活動を行った。令和５年度実施状況。
実施回数　　　 ２４８回
参加補導員数　 ８６９人
声かけ少年数　 ７５７人

「継続」：現状どおり事業の
継続・維持を図った

少年補導センター
（こども課）

4 学校保健事業 再掲(Ｐ１４参照）
学校教育課
教育総務課

事業名

事業名
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事業内容 令和５年度実施状況 令和５年度実施区分 担当課

5 学校保健会
市内各小中学校の学校医、学校歯科医、学校薬剤師、学校
長等で熊谷市学校保健会を組織し、講演会や研修会の開催
などを通じて、学校保健の推進に努めます。

講演会や研修会の開催、視察、広報発行等を実施して、学校保健の推進に努めた。
・口腔衛生講演会参加者数１７３名（医師会１５名、教職員４４名、ＰＴＡ１１０
名、事務局４名）
・全体研修会参加者数１７９名（内訳　役員１０名、教職員・保護者１６５名、事務
局４名）
・「がん教育」授業研究会視察（熊谷市立太田小学校）

「継続」：現状どおり事業の
継続・維持を図った

教育総務課

6
共生社会推進のための交流
教育の充実

特別支援学校と市内小・中学校における支援籍学習（交
流）の推進や、特別支援学級と通常の学級との交流及び共
同学習を推進することにより、共生社会の充実を図りま
す。

　市内の小・中学校と特別支援学校との支援籍学習を延べ４９回実施ができた。運動
会や発表会などの行事での交流だけでなく、社会や図工、総合的な学習の時間などの
教科の授業での交流も行った。

「継続」：現状どおり事業の
継続・維持を図った

教育研究所

　ウ　信頼される学校づくりの推進

事業内容 令和５年度実施状況 令和５年度実施区分 担当課

1
外部評価等による信頼され
る学校づくり

学校運営協議会（コミュニティ・スクール）の導入や外部
評価、学習案内「シラバス」の発行等を活用し、学校・家
庭・地域が一体となった教育環境づくりと学校経営の改善
を図っています。１年間を見通した評議の運営と内容の充
実を図ります。また、いじめ問題に関しては、「熊谷市い
じめ問題対策連絡協議会」、「熊谷市いじめ問題専門委員
会」、「熊谷市いじめ問題調査委員会」との連携により、
いじめ問題の未然防止・早期解決を図り、いじめのない社
会の構築に努めます。

コミュニティ・スクールの導入や外部評価、学習案内「シラバス」の発行等を活用す
ることで、学校・家庭・地域が一体となった教育環境づくりと学校経営の改善を図っ
た。新型コロナウイルス感染症拡大防止に努め、開催方法を工夫しながら、１年間を
見通した学校運営評議会の運営と内容の充実を図ることができた。また、いじめ問題
に関しては、「熊谷市いじめ問題専門委員会」、「熊谷市いじめ問題調査委員会」と
の連携により、いじめ問題の未然防止・早期解決を図り、いじめのない社会の構築に
努めることができた。

「継続」：現状どおり事業の
継続・維持を図った

学校教育課

　エ　乳幼児教育の充実

事業内容 令和５年度実施状況 令和５年度実施区分 担当課

1 幼稚園教育の充実
小学校への滑らかな接続を目指し、幼児教育のさらなる充
実を図ります。

小学校への滑らかな接続を図るため、年２回の幼保小連絡協議会や連絡会を実施し
た。講師として、大学教授に講演を依頼し資質の向上に努めた。また、教育相談指導
員による小１訪問の報告等を連絡会にて行った。

「継続」：現状どおり事業の
継続・維持を図った

学校教育課

2
認定こども園における幼児
教育の充実

幼稚園機能と保育所機能を一体にした認定こども園の設置
を促進し、幼児教育と保育を一体的に行い、充実を図りま
す。

三尻こども園　　　　　４０５人
荒川こども園　　　　　２００人
まことこども園　　　　３５５人
立正幼稚園　　　　　　１６５人
成田こども園　　　　　２２２人
篭原さみどり　　　　　　５７人
認定こども園
合計　　　　　　　１，４０４人（Ｒ６．３市内利用児童数）

「継続」：現状どおり事業の
継続・維持を図った

保育課

3 私立幼稚園への支援
私立幼稚園に通っている園児が、それぞれの幼稚園で充実
した教育が受けることができるように、市内の各私立幼稚
園に補助金を支出しています。

市内９園の私立幼稚園と４園のこども園に対し、教育内容を充実させるため、１園１
０万円補助金を上限に補助金を支出した。

「継続」：現状どおり事業の
継続・維持を図った

学校教育課

4 幼・保・小との連携

幼稚園・保育所において、小学校との交流・情報交換を通
して学校教育への滑らかな接続を図り、子どもの育ちを支
援します。また、幼保小連絡協議会の活性化と幼保小連携
教育の充実を図ります。

＜保育課・学校教育課＞
教育委員会と連携し、幼保小連携協議会を定期的に開催した。

「継続」：現状どおり事業の
継続・維持を図った

保育課
学校教育課

事業名

事業名

事業名
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事業内容 令和５年度実施状況 令和５年度実施区分 担当課

5
保育所における幼児教育の
充実

新保育指針に則り「養護と教育を一体的に行うことを特性
とする」保育所の保育内容の充実を図ります。

「養護と教育を一体的に行う」指針のねらいに則し、基本的生活習慣の自立を目指
し、支援の充実を図った。

「継続」：現状どおり事業の
継続・維持を図った

保育課

6
幼児教育・保育の質の向上
（H27年度～）

特定教育・保育施設等に実施する複数の指導監督等につい
て、県と連携を図り監査の際に求める資料・様式の統一化
や重複する一部の監査項目の省略、集団指導・実施指導の
適切な組み合わせを検討する等、効果的な指導監査となる
ようにします。

県福祉監査課と連携を図り、県が行う施設監査と市が行う法人監査及び確認監査につ
いて、重要事項の省略を行ったほか、施設の意向に応じて、立入調査を同日に行っ
た。

「継続」：現状どおり事業の
継続・維持を図った

保育課

（２）家庭教育への支援
　　　核家族の増加や少子化の進行による家庭での教育力低下が指摘されている中、家庭教育を尊重しながら、子育てに関する学習機会や情報提供、相談支援の体制整備を図り、家庭教育の向上を目指します。
　ア　家庭教育に関する学習機会の充実

事業内容 令和５年度実施状況 令和５年度実施区分 担当課

1 家庭教育学級の充実

親が子どもに及ぼす影響を自覚し、成育の基本的な場であ
る家庭の環境づくりに積極的に取り組むとともに、家庭教
育の大切さを自覚させることを目的としています。現在、
各学校で実施している事業を継続させ、全小中学校が家庭
教育学級に取り組むことにより、学習機会の充実を図りま
す。

小学校の就学時検診や小・中学校の入学説明会における新入学児童生徒の保護者対象
の子育て支援講座の実施、家庭教育学級などの全保護者向けの講座の実施、また、中
学生対象の親になるための学習の支援を行った。（延べ数）
子育て支援講座回数　４５回　保護者参加人数　２,７０４人
家庭教育学級講座回数　６回　保護者参加人数　　 ３０６人
親になるための学習　７７回　　生徒参加人数　２,５９０人

「継続」：現状どおり事業の
継続・維持を図った

社会教育課

　イ　子どもの望ましい生活習慣を育成するための環境づくり

事業内容 令和５年度実施状況 令和５年度実施区分 担当課

1
熊谷の子どもたちは、これ
ができます！『４つの実
践』と『３減運動』事業

子どもたちの「生きる力」を支える基本的な生活習慣の確
立を目指して、①朝ごはんをしっかり食べる、②呼ばれた
ら「はい」と元気よく返事をする、③「ありがとう」「ご
めんなさい」と言う、④友だちをたくさんつくる、の『４
つの実践』と①テレビの時間を減らします、②ゲームの時
間を減らします、③スマートフォン・携帯電話やパソコン
に触れる時間を減らします、の『３減運動』に大人が手本
となって取り組んでいます。学校・家庭・地域が連携し、
地域に根ざした教育を推進していきます。

学校・家庭・地域が連携し、大人が手本となって、「熊谷の子どもたちは、これがで
きます！『４つの実践』と『３減運動』」を推進することができた。

「熊谷の子どもたちは、これができます！『４つの実践』と『３減運動』」７つの項
目の達成率の平均　８５．８％

「継続」：現状どおり事業の
継続・維持を図った

学校教育課

（３）地域の教育力の向上
　　　学校、家庭、地域が互いに連携し、子どもの主体性や考える力、豊かな人間性、たくましく生きる力を育むための教育環境の充実を目指します。

　ア　各種交流活動の充実

事業内容 令和５年度実施状況 令和５年度実施区分 担当課

1 地域交流の推進 再掲(Ｐ６参照） 社会教育課

2
子育て応援団事業
(H29年度～）

再掲(Ｐ６参照） こども課

事業名

事業名

事業名

事業名
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　イ　文化・芸術活動の促進

事業内容 令和５年度実施状況 令和５年度実施区分 担当課

1
文化・芸術とふれあう機会
の促進

再掲(Ｐ７参照）

社会教育課
熊谷図書館
中央公民館

妻沼中央公民館
プラネタリウム館

　ウ　読書活動の充実

事業内容 令和５年度実施状況 令和５年度実施区分 担当課

1 学校図書館の充実 再掲(Ｐ７参照） 学校教育課

2 子ども読書活動推進事業 再掲(Ｐ７参照）
社会教育課
熊谷図書館

3 本とのふれあい事業 再掲(Ｐ８参照） 社会教育課

　エ　スポーツ・レクリエーション活動の充実

事業内容 令和５年度実施状況 令和５年度実施区分 担当課

1
各スポーツ団体との協力に
よる活動機会の提供

再掲(Ｐ８参照） スポーツタウン推進課

2
レクリエーション活動機会
の提供

再掲(Ｐ８参照） こども課

　オ　自然体験の機会づくりの推進

事業内容 令和５年度実施状況 令和５年度実施区分 担当課

1
林間学校、海浜学校、プラ
ネタリウム学習投影事業の
実施

再掲(Ｐ８参照） 学校教育課

2
自然や科学に親しむ活動の
推進

再掲(Ｐ８参照）

社会教育課
熊谷図書館
中央公民館

妻沼中央公民館

3 環境学習活動の充実 再掲(Ｐ８参照） 学校教育課

4
こどもエコクラブ活動に対
する支援・協力

再掲(Ｐ９参照） 環境政策課

　カ　ボランティア活動等の推進

事業内容 令和５年度実施状況 令和５年度実施区分 担当課

1 福祉教育の推進
車いす体験や高齢者及び障害者の疑似体験等の活動を通じ
て、福祉教育を推進しています。学校、家庭、地域との連
携を推進します。

総合的な学習の時間等で、社会福祉協議会から資材を借用し、車いす体験や高齢者の
疑似体験の活動を行い、福祉教育の推進をすることができた。また、特別支援学級の
教育課程に、児童生徒が交流及び協働学習の時間の確保に努め、交流及び共同学習の
推進に努めた。

「継続」：現状どおり事業の
継続・維持を図った

学校教育課

事業名

事業名

事業名

事業名

事業名
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（４）子どもを取り巻く有害環境対策の推進
　　　インターネットやメディアを通じた性や暴力等に関する過激な情報や不良行為など、子どもを取り巻く有害な環境を防止する対策を推進し、安全で安心できる子育て環境を支援します。
　　

　ア　子どもを取り巻く有害環境対策の推進

事業内容 令和５年度実施状況 令和５年度実施区分 担当課

1 受動喫煙防止対策の推進
市有施設における受動喫煙を防止するため、敷地内の禁煙
を推進します。

健康増進法の一部を改正する法律が平成３０年７月２５日に交付され、第一種施設及
び第二種施設である市有施設を敷地内禁煙〔特定屋外喫煙場所を除く〕としている。
（第二種施設は令和２年４月１日から全面施行）

市有施設内に禁煙週間を啓発するポスターを掲示
対象市有施設数　　３０２箇所
・敷地内完全禁煙　２７１箇所
・敷地内禁煙　　　　３０箇所
（特定屋外喫煙場所有）
・建物内禁煙　　　　　１箇所

「継続」：現状どおり事業の
継続・維持を図った

健康づくり課

2 環境浄化活動

青少年に有害な社会環境を浄化するため、チラシ・ポス
ター・無許可看板の撤去に協力しています。引き続き、街
頭補導時に公衆電話ボックスなどに貼られている青少年に
有害なチラシやシールを撤去していきます。

令和５年度撤去枚数　２枚
「継続」：現状どおり事業の
継続・維持を図った

少年補導センター
こども課

3 携帯フィルタリングの普及

携帯フィルタリングでは、携帯電話の有害サイトへの接続
を制限することを目的としています。パンフレット等を作
成し、児童生徒に指導するとともに、市ＰＴＡ連合会の協
力を得て、保護者に啓発する等、学校が中心となって家
庭、地域と連携し、携帯フィルタリングの普及を図りま
す。

熊谷市ＰＴＡ連合会が作成した「熊谷市保護者のスマートフォン『４つの実践』」パ
ンフレットを活用し、各校の授業参観等で保護者へ携帯のフィルタリングを設定する
ように働き掛けるとともに、「ネットトラブル注意報」等の啓発資料を配付し、携帯
フィルタリングの普及を図ることができた。また、「スマホ使い方宣言」を活用して
の継続的な指導を、全小中学校に年２回実施する生徒指導訪問を通して徹底を図っ
た。

「継続」：現状どおり事業の
継続・維持を図った

学校教育課

事業名
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